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教育活動 ・全学級2担任制に加えて、音楽、体育、図工、算数、JSL、図書館等の専門担当者が配置され、それぞれの教員の専門性を生かした教育体制が以前より充実している。
 ・IPC認定校となり、日本の学習指導要領と国際的なカリキュラムを組み合わせたJINIS独自の教育が、学校として一定の形になってきたことは評価できる。今後は、認定を取得したことにとどまらず、日々の授業の質の向上につなげてほしい。
 ・日本語と英語の双方を使って学ぶことが学校生活の中に定着し、英語を単に学習するだけではなく、教科を学んだり、日常的に人と関わったりするための言語として使用する環境が整っている。

児童の成長及び進学支援 ・学力や英語力について外部アセスメント等も活用しながら客観的に把握し、日常の学習支援や進学指導につなげる仕組みが整ってきている。
 ・高学年では、進学委員会や進学を見据えた学習を通して、国内外の進路について児童自身が考える機会が増えている。
 ・海外進学そのものを目的とするのではなく、児童一人ひとりの学力、英語力、自立度、本人の希望等を考慮して適切な進路を検討していくことを期待する。
 ・全寮制の生活を通して、自分のことを自分で行うことや、時間を意識すること、他者と協力すること等、家庭でも児童の自立した行動が見られることはJINISの教育の特徴の一つである。

安全・安心及び学校文化 ・Safeguardingを重視し、教員だけでなく寮担当者等も含め、子どもが安全・安心に生活するための共通理解や研修を進めていることは、全寮制小学校として重要である。
 ・多様な国籍や教育経験を持つ教職員が児童に関わることはJINISの魅力である一方、Behaviourや児童への関わり方について、学校として一貫した方針を持つことも必要である。
 ・学校としての教育方針が以前より明確になり、安定感が増している。今後は新任教職員が加わった場合にも、この学校文化や教育方針を継続できる仕組みをさらに整えてほしい。

学校と家庭との連携 ・全寮制であるため、保護者が日常の学校生活を直接見る機会は限られている。そのため、学校が児童の日々の様子を記録し、継続的に情報を共有していることは重要である。
 ・家庭で見せる子どもの姿と、学校や寮で見せる姿が異なる場合があることを学校と保護者双方が理解し、それぞれの情報を共有しながら児童を見ていくことが必要である。
 ・子どもから学校生活や友人関係について相談があった際には、子どもの話を十分に受け止めると同時に、学校における日常的な状況や記録等も含めて確認し、学校と家庭が共に事実を把握した上で対応していく関係を構築してほしい。
 ・学校の活動を伝えるだけではなく、『JINISがどのような教育を行い、どのような児童を育てようとしているのか』を保護者と継続的に共有することが、今後さらに重要になると考える。

教育課程特例校としての今後
への期待

・JINISのバイリンガル教育は、『短期間で英語を流暢に話せるようにすること』だけを目的とするものではなく、日本語と英語の双方を用いて学び、考え、表現する力を育成する教育である。この考え方について保護者や外部への理解をさらに広げる必要がある。
 ・英語については、スピーキング・リスニングだけでなく、リーディング・ライティング、さらに教科学習に必要な言語能力についても継続的な成長を期待する。
 ・日本語についても、日本の文化や社会を理解し、自分の考えやアイデンティティを形成するための重要な言語として引き続き大切にしてほしい。
 ・今後Language Policyが整備されることで、日本語と英語をどのような目的で教育に使用するのかがより明確になり、保護者にもJINISの教育を理解しやすくなることを期待する。
 ・学力、英語力だけでなく、自立、自律、協働、他者への配慮といった全寮制教育による成長についても、JINISの教育成果としてより明確に示していくことを期待する。


